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経
.濟

論

叢

第
十
四
雀

第
六
號

(馨

巽

中
四
號
)

大
正
十

一
年
大
月
腰
行

試
着繭

叢

㌦

・

不

勢

利

得

税

を
.
論

ず

・

第

幽

緒

皆
目

小

川

、郷

太

郎

不
勢
利
得
枇
ε
い
ふ
.は
、
諸
種
の
不
勢
利
得

に
封
ず
る
挽
を
紹
駕
す
る
も
の
で
め
る
。
是
等
諸
種
の
不
勢
利
得

税
を
組
み
立

つ
れ
ば
、
そ
こ
に
自
然
に

一
の
艦
系
が
出
来
る
。
庭
で
其
不
勢
利
得
税
の
骸
系
は
全
膿

の
租
税
髄
系

ご
加
餐

る
附
係
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
か
ご
い
ふ
問
題
が
起

る
・

現
今
交
明
國
に
於
け
る
租
穐
慌
系
は
所
得
課
税
の
龍
系

ご
若
け
て
も
可
い
も
の
で
あ
る
.
其
葎
は
所
得
が
原
則

ご
し
て
税
源

ご
看
做

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
庭
で
其
所
得
を
表
面
よ
り
捉

へ
る
も
の
は
所
得
税
で
あ
る
が
、
所
得

税
の
み
で
は
所
得
を
十
分
に
捉

へ
る
こ
ε
が
出
来
な

い
写

そ
こ
で
側
面
よ
り
所
得
の
存
在
を
推
定
し
得

べ
き
種
々

論

叢

不
労
利
得
税
存
論
ず
.

第
十
四
巻

(第
六
號

こ

九
二
三

■



瞼

叢
.

不
労
利
得
稚
を
論
ず

第
十
四
巻

(第
六
號

二
)

九
二
四

の
租
税
客
膿
を
捉

へ
て
之
を
枕
す
る
こ
ピ
に
な
る
。
其
所
得

の
存
在
を
推
定
し
得

べ
き
租
税
客
騰
は
財
産
所
有
の

事
實
、
智
利
の
事
實
、
使
用
消
費
の
事
實
、
賢
賀
取
引

の
畢
實

ご
な
す
こ
`
が
川
來
る
、
財
産
所
有
の
事
實
を
捉
ふ

れ
ば
財
産
が
所
得

を
生
じ

つ
～
あ
る
こ
多

推
定
す
る
こ
ご
が
田
楽
る
、
財
産
セ
遊
ば
せ
て
利
用
せ
ざ
る
は
普
通

人
の
爲
さ
な

い
所
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
瞥
利
の
事
實
髪
提

ふ
れ
ば
、
個
人
が
共
螢
利
に
依

っ
て
所
得
を
得

っ
玉

め
る
こ
ε
和
推
定
す
る
こ
ε
が
出
来
る
、
智
利
は
所
得
を
得
る
の
槽
梯
に
外
な
ら

漁
か
ら
で
あ
る
。
使
用
消
費
の

事
實
を
捉
ふ
れ
ば
、
個
人
が
所
得
を
有
し
て
み
る
こ
妥

推
定
す
る
こ
ざ
が
出
家
る
、
所
得
を
有
せ
ざ
る
者
は
使

用
消
費
す
る
こ
ご
が
出
張
な
い
か
ら
で
あ
る
。
費
買
取
引

の
事
實
を
捉

ふ
れ
ば
、
個
人
が
所
得
を
得

っ
」
あ
る
か
若

は
既

に
所
得
を
有
し
て
み
る
こ
ご
を
推

犀
す

る
こ
ε
が
出
来
る
、
費
買
取
引
は
之
を
業
ご
す

る
者

よ
り
見
れ
ば
、

所
得
を
得
る
の
手
段
に
外
な
ら
な
い
し
、
之
を
買
ふ
者

よ
り
見
れ
ば
消
費
を
寫
す
の
前
提

ご
見
る
べ
き
で
あ
乃
か

ら
で
あ
る
。
威
で
財
産
所
得
の
事
實
ε
瞥
利
の
事
實
ε
は
、個
人
の
収
入
経
済
を
な
す
も
の
で
あ
り
、使
用
消
費
の

事
實

は
、個
人
の
支
出
経
済
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
費
買
取
引

の
事
實
は
個
人
の
牧
支
關
係

に
亘

る
毛
の
で
あ
る
。

此
く
し
て
租
税
鶴
系
は
個
人
の
牧
人
縄
濟
支
出
経
済
取
引
關
係
に
税
す
る
も
の
を
以
イ、
組
み
立
て
ら
れ
る
こ
ε
に

な
る
・
其
牧
人
縄
濟

に
枕
す
る
も
の
を
牧
得
枕
こ
い
ふ
、
所
謂
直
接
税
は
即
ち
そ
れ
で
あ
る
、
其
支
出
経
済
に
税

す

る
も
の
は
消
盗
視
で
あ
る
、
其
取
引
關
係

に
税
す

る
も
の
は
流
通
税
で
あ
る
。

此

の
如
一
所
得
よ
b
出
機
す
る
ε
敗
得
税
消
費
税
流
通
税
よ
り
成

右
租
税
龍
系
が
組
織
せ
ら
れ
ね
ば
な
畠

.、
r

ド

`



ご
に
な
る
が
、
不
勢
利
得
は
普
通
の
所
得
ご
看
做
す

こ
ε
が
出
家
沁
か
ら
、
不
勢
利
得
税
は
此
股
得
税
消
費
税
流

逓
枕
の
租
税
騰
系
の
中
に
遙

人
ら
Ω
も

の
ピ
見
ね
ば
な
ら
雲
梯

で
あ
る
。
然
ら
ば
不
野
利
得
税
は
牧
得
税
消
費
税

流
通
挽
の
租
税
腱
系
に
没
交
渉
で
あ
る
か
。

余
は
此
問
題
に
答

へ
る
が
矯
め
に
、
先
づ
不
勢
利
得
の
意
義

を
明
に
し
次

に
不
勢
利
得

に
重
く
税
せ
ね
ば
な
ら

鳳
理
由
に
論
及
し
、
然
る
後
不
勢
利
得

の
膿
系
に
就
て
論
じ
て
見
た

い
ε
思

ふ
。

第
=

不
勢
利
得
の
意
義
及
種
別

一
、
不
勢
利
得
ご
は
何
等
熱
す
る
所
な
く
し
て
獲

べ
き
利
得
で
あ
る
。
換
言

せ
ば
獲
得
者
が
自
分
で
個
人
的

に
経

済
的
給
付
を
な
さ
な
い
で
獲

べ
き
利
得
で
あ
る
。

び

む

弦

に
利
得

(σq
雪

ぎ
巳

ε
云

ふ
は
、
個
人

に
露
濁
す

べ
き

牧
人
若

は
財
産
増

加
で
あ

る
。
利

得
は
多

く

の
場
合

に
於

て
吸
入
を
形

く

る
も

の
で
あ

る
が
、
其

牧

入
は
所

謂
随
時
牧
人

ご
な
り

、
規
則
正

し
く
這

入

っ
て
來

る
も

の

で
無

い
。
從

て
廣
義

の
所

得

の

一
部

を
爲
す

も

の
ε
見

る
こ

ε
は
出
原

る
が
、
狭

義

の
所
得

の
中

に
は
驕

せ
な

い

其

財
産

の
償
格
増

加

ε
な

っ
て
現
は
る

」
も

の
は
、

別
に
金

銭

上
の
牧

入
を
形
ら
な

い
が
、
其

之
を
費

り
渡
す

に

當
り

て
は
多

額
の
代
償
を
得

る

こ
ご

Σ
な

る
か
ら
、
其

個
人

に
取

っ
て
は
其

冨
を
増
す
も

の
ご
見

ね
ば

な
ら

ぬ
。

む

む

む

む

ロ

む

　
　

　

む

む

む

ゆ

.

次

に
不
勢

利
得

は
勢
せ
な

い
で
獲

る
も
の

で
あ
る
。
勢

せ
な

い
で

乙

い
ふ
は
動

勢

を
提

供
せ
な

い
こ
ご

に
隈

っ

て

み
な
・い
、
其

人

が
自

分
で
其

利
得
を
獲

べ
き
原

因
を
持

っ
て
る
な

い
こ
ご
を
云

ふ
。
今

日
の
交

換
経
済

の
世

の

醗

叢

不
労
利
得
税
々
論
↑

第
十
四
巻

(第
六
號

三
)

九
二
五
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論

叢

不
労
利
得
税
々
論
中

第
十
四
巻

(第
六
號

四
)

九
二
六

一

中

に
あ
b
て
は
、
各
人

が
狭
義

の
所

得
を
得

る
は
、財
産

を
有

利
に
放

資
す
る
.か
若

は
動
勢

を
提

供
す

る
か
若

は
管

業

に
従
事
す

る
か
に
因

る
の
で
あ
る
。其

所
得

の
由

っ
て
来

る
源

は
自

分

に
存

し

て
み
る
。換
言

す

2τ
ば
各
人

は
自

分

で
所
得

を
得

べ
き
原
因

を
持

っ
て

る
る
の
で
あ

る
。

學

者
此

の
如

き
所
.得
を
特
利
所
得

(魯
切
≦
ぎ
ω。
冨
自
。
冨

の
-

oヨ
o
き
oコ
o
国
写
犀
o
日
ヨ
ωこ

ε
云
ふ
。
儲
け
て
得
た
る
所
…得
こ
い
ふ
義
で
あ
る
。
然

る
に
不
勢
利
得
に
至
っ
て
は

其
利
得
を
得
る
人
が
之
を
得

べ
き
原
因
を
持

っ
て
み
な

い
、
然

ら
ば
其
利
得
の
出

て
摩
る
原
因
は
無

い
か
ε
云
ふ

に
、
そ
れ
は
そ
う
で
な
い
。
其
原
因
は
實

に
外
界
龍
存
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

不
勢
利
得
を
生
す

べ
き
外
界
の
原
因
は
種

々
あ
る
が
、
之
を
大
別
し
て
國
[家
的
原
因
、
「肱
曾
的
原
因
、
経
済
的
原

因
の
三
こ
す

る
こ
ご
が
出
來
る
。

D

野
禦
鯉
肝
断
`
は
、
不
勢
利
禍
の
原
因
が
国
家

の
制
度
叉
は
行
嬬

に
存
す

る
も
の
を
云
ふ
。
藪

に
財
家
ざ

い
ふ
も
廣
く
之
を
解
し
、
国
家
井
に
公
共
團
艦
を
帯
す
の
で
み
る
へ
国
家
の
行
鋼
は
先
づ
立
法
に
現
は
れ
る
が
、

む

ロ

其
立
法
が
不
勢
利
得
の
基
礎
ご
な
る
こ
ご
が
あ
る
。
例

へ
ば
国
家
が
相
続
法
を
定
め
死
亡
者
の
子
た
り
死
亡
者
の

親
戚
だ
る
者

に
其
死
亡
者
の
財
産
を
柑
績
す

る
濯
利
を
認
む
る
が
如
一
で
あ

る
。
次

に
國
家
の
行

鋼
は
行
政
其
他

o

o

o

o

、o

o

っ

o

o

一
般

の
施
設
の
上

に
現
は
れ
る
が
、
其
行
政
其
他

一
般

の
施
設
が
個
人
を
し
て
不
勢
利
得
を
得

せ
し
む
る
原
因
`

な
る
こ
ざ
が
あ
る
。
例

へ
ば

一
定
の
地
に
鐵
道
を
敷
設
し
、
停
車
場
を
設
く
る
が
如
き
、
或
は
師
團
、
學
校
、
官

瞥
工
場
を
設
罵
る
が
加
き
、
或
は
港
湖
を
築

い
て
船
舶
の
出
入
を
便
に
し
、
進

ん
で
は

一
定
の
港
を
貿
易
港
ご
指

2)Rohertlbleier,DiePrincipiender.gerechtenBesteuεrun島S.341一
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足
す

る
が
如

く
で
あ

る
。

ユ

む

り
ロ
つ

む

2

肚
會

的
原
因

ご
は
砒

曾
的
事
情

の
愛

動

よ
り

来

る
も

の
を
云

ふ
.、
例

へ
ば

一
定
地

方
に
於
て
急

に
人

口
が

(
増
殖

し
,
叉

は
移
住

し
來

る
が
如

き
二

地

方

に
富

の

急

に
集
中
す

る
が
如

き
、
風
俗

が
愛

じ
流

行
が
愛

ず

る
が
如

き
、
皆

さ
う

で
あ

る
D

う

む
む

ゆ
　

　

へ

3

紹

濟
的
原
因

ご
は
脛

濟
的
諸
現
象

の
攣
動

よ

り
凍

る
も

の
を

云

ふ
。
貨

幣
債
格

の
下
落

.

一
般

物
償

の
騰

脅
ハ
、
激
氣
不
景
気
　、
投
機

の
流
行
等

の
如

き
は
覚
ハ
一
例
で
あ

る
。

是

等
の
原

因
が

あ
る

ε
、
、異
常

の
利
得

を
獲

る
も

の
が
多

く
出
て
来

る
。
是

等
の
原

因

`
其
獲

た
る
利
得

`
は

因
果
關
係
を
爲

し
て
み
る
、
決

し
て
偶
然

ε
見

る

べ
き

で
無

い
。

去

り
乍

ら
共

之
を
獲

る
人
よ
り
見

れ
ば
、
偶
然

の
利
得

ざ
な

る
の
で
あ
る
。

故

に
學
老

頭

怯
之
を
偶

然
利
得
又

は
儲

け
な

い
所

得

(
亀
器

好
罵
。。∩
冨
自

9

嵩
8
窪

み

o
暑
o
き
o昌
。
に
圃爵
o
三
目
oロ
)

ε
云
ふ
。
更

に
財

産

の
債

格
増

加

に
就

て
之

を
云

へ
ば
、
其
財

産
所
…有
者

が
自
分

の
働

ぎ
で
其
結
果

を
齎

ら
し
た

の
で
は
無

い
、
即

ち
儲

け
て
得

だ
も

の
で
無

い
、故

に
學

者
之
を
不
勢
増

憤

　
(巨
B
ヨ
ΦΩ

剛昌
∩§

話
塁

菖
く。
莚

・
鼠

2

≦
象

N
二二
.p
。
ず
。・)

ご
云

ふ
。

二
、
不
勢
利
得

は
種

々
の
形
.に
於
て
あ
ら

は
れ
る
が

、
其
重

な

る
も
の
は
、
相
続
贈
奥
、
財
産

の
自
然
増
償
、
投

機
利
得
、
景
気
利
得

、
戦

時
利
得
等

で
あ
る
。

　
う

む
む

む
む

・
1

相
緬

贈
與

は
所

有
権
相
続
椎

の
制
度
を
認
む

る
自
然

の
結
果

ご
し
て
生
ず

る
も

の
で
あ

る
、
相

練
者
受
贈

(

論

叢

r
不
第
利
得
硯
海
瞳
ず

錆
十
四
巻

(第
ス
號

五
)

九
一、一七

3)R・1・ertMeye・,a.a.0.S.353

4)J.s,Mill.Pri皿ciplesofPoliticalEconomyBKV.chapII.盈5,

匪
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ダ

論

叢

不
労
利
得
税
た
論
ヂ

第
十
四
巻

(第
六
號

六
)

九
二
八

者

よ
り
見

れ
ば
何

等
努
力
す

る
所

な
く
、
只

偶

々
真
子

で
あ
り
、
其
親

戚

で
あ

り
、
知

人
で
あ

る
`
云
ふ
事
實

に
依

っ
て
偶
然

に
財
産

を
獲
得

す

る
の
で
あ

る
。

う

む
む
む
り

む
む
む

9

財
産

の
自

然
増
償

は
其
財
産
所

有
者

の
努

力

に
依

ら
な

い
で
、
自
然

に
財
産

の
肚
會
的

積
値

の
増
加
す

る

(
も

の
で
あ

る
。
多

(

は
前
述

の
国
家

的
原

因
、
　肛
會
的

原
因
、脛

濟
的
原
因

よ
b
自
然

に
來

る
結

果

で
あ

る
。
財
産

o

o

o

o

つ

σ

o

の
白
H然
増

償
で
最
も
顯
曲者
な
る
も

の
は
、
土
地

の
自
然

増
償
で
あ

る
、
土
地

は

八
口

の
増

加
に
俘

ふ
て
自
然

に
地

代
を

生
じ
、
從
て
真
横
値

を
増
す

も
の

で
あ
.る
が
、
更

に
前

に
述

べ
た

原
因

に
依

っ
て

一
層

の
償
値
を
増
す

。
即

ち
例

へ
ば
、
停
車
場

が
設

け
ら
れ

た
り
、
港

溌
が
築

か
れ
た
り
す

る
ε
、
共

選
接
地

の
償
値

は
急

に
増

加
す

る
し

、

都
市
が
繁
榮

し
膨
脹
す
る
ξ
、
市
街
地
#

に
場
末
の
土
地
の
債
が
高
ま
る
し
、
好
景
気
の
飴
波
で
土
地
熟
が
起
る

ご
、
土
地
の
慣
は
叉
非
常

最
高
ま

っ
て
來
る
の
で
あ
る
。
こ
は
土
地
の
例
に
過
ぎ
阻
が
、
他
の
財
産
に
就
て
も
亦

同
様

に
云

ふ
こ
ε
が
川
【来

る
9

,

う

む
む

3

財
産

の
増
償
は
償
値
の
砒
會
的
増
償
で
あ
る
が
、
又
償
直

の
耽
會
的
増
儂
に
關
達
し
て
、投

機

(o。℃
。。
三
田
1

(
ま
ε
な
る
も

の
が
出
て
摩
る
、
投
機
は
胱
會
的
川
家
事
に
依
り
將
來
の
償
値

の
増
加
せ
ん
こ
ε
を
見
込
み
て
財
を

買
ひ
、
社
倉
的
出
原
事
に
依
り
將
來
償
値
の
減
ぜ
ん
こ
ε
を
見
込
み
て
財
を
賀
る
こ
ε
を

い
ふ
の
で
あ
る
。
其
投

機

に
依

っ
て
利
得
を
得
る
の
は
自
己
の
判
断
が
良

い
爲
め
で
あ
る
こ
ε
も
あ
ら
う
が
、
主
ε
し
て
偶
然

に
生
す
る

肚
會
的
出
來
事
の
結
果
で
あ
る
場
合
が
多

い
。

5)Cohn,SystemderFi口anzwirgen臼charLS・463

●



㌦

●

¶

資
本

主
義

の
現
代

に
於
て
所

謂
市

場
生
産

を
行

ふ

に
際
…し
て
は
、
商

工
業

は
概

ね
投
機

の
性
質

を
帯

び
凍

る
も

の
で
あ

る
が
.

そ
れ

に
は
智
識
を
霊

し
將

來
を
洞
見

せ
ん
ご
す

る

の
で
あ

る
か
ら

、
其
人

の
努
力

も
其
中

に
加

っ

て
み

る
`
云

ふ

こ
ε
が
出

來

る
。
去

b
乍

ら
之
を
反

数

に
、
何

等
熱
す

る
所

な
く
、
全
く
肚
會
釣
出

來
事

に
依

り

て
財
産

を
所

得
す

る
様

な
場
合

も
種

切
て
多

い
の
で
あ

る
、
其

最
も
著

し
き
も
の
は
、
富
籤

で
あ
る
。富

籖

は
全
く

偶
然

だ
る
事
實

の
獲

生

に
依

り
て
財
産

権

の
得
喪
を

決
す

る
も

の
で
あ
る
。

不
勢

利
得

の
純

の
純

な

る
も

の
ご

い

ふ

べ
き

で
あ

る
.
そ

こ
で

八
或

は
之
を
賭
事

`
し
、
他

の
投
機

ご
厩

別
す

る
も
の
が

あ
る
。

の

且凡
氣

利
得

臼

9
喜

憂

。
・
ぴ・
　

巨

}

三

、
景

氣
に
依

っ
て
得

る
利
得

で
あ
る
、
景
氣

ε
は
分
業
丼

に

く

.私
有
棚
制
度

を
基
礎

与

る
国
民
経
済

に
於

て
経
済
主
催
の
意
思
や
行
爲
に
因
ら
な

い
で
、
財

の
生
産
需
要
從
て

償
銘
を
定
む
る
技
術
的
経
済
的
泄
會
的
法
制
的
篠
竹
の
全
髄
を
云
ふ
。
勿
論
個
人
ば
黒
氣

に
依

っ
て
財
産
を
増
加

.す
る
こ
瀧
も
あ
ら
う
し
.
ズ
財
産
を
損
す
る
こ
ご
も
み
ら
う
が
、
燕
に
燈
氣
利
得
`
い
ふ
は
景
氣

に
依
て
財
産
を

増
加
す

る
場
合
を
指
す
の
で
み
る
Q

景
気
利
得
は
景
氣
の
好

い
爲
め
に
之
を
得

る
の
で
あ
っ
て
、自
E
の
努
力
の
結
果
で
な

い
、真
旦
利
を
博
す
る
は

自
分
の
占

め
た
る
地

の
利
や
時

の
利
の
賜
で
あ
る
、
從
て
景
気
利
得
は
環
境

の
生
み
出
し
た
も
の
ざ
見
て
も
差
支

な

い
、
不
勢
利
得
た
ム
所
以
で
め
る
。

景
氣
利
得
は

一
般
娯
氣
好
き
時
期
に
於
て
之
を
得

る
の
で
あ
る
.
景
氣
好

き
時
期

に
於
て
は
、
物
債
は
次
第
に

論

叢

不
弊
利
得
税
か
論
ず

第
十
四
巷

(第
六
號

七
)

九
二
九

6)Wag皿er,Grundlegungderro]id況herLOkonomicI.Tcil.2[66

■



'

■

■

論

叢

不
勢
利
得
税
な
論
φ

第
十
四
巻

(第
六
號

入
)

九
三
〇

騰
貴
す

る
の
が
普
通

で
あ
る
。
そ
こ
で
財
の
生
産
者
も
財
の
販
壷
者
も
、
皆
異
常
の
利
益
を
牧
む
る
こ
ご
が
出
來

る
。

}
.般
の
景
気
未
だ
好
況
ご
な

っ
て
み
な
く
ε
も
、
或

る
事
業
が
特
殊
優
勝
の
地
位
に
立
ち
.
其
生
産
物
が
異

常
の
醍而
要
を
起

し
其
僧
…の
縢
…貴
を
見
る
が
如
き
場
合

に
於

て
は
、
其
事
業
に
關
係
す

る
者
【は
景
氣
利
得
を
得

る
の

で
あ
る
。

の

戦
時
利
得

(囚
「δ
㎎
σq
①
≦
5
亭
ξ
髯

男
δ
訪冨
讐
『
9
鑑
。
8

。
諸
。
画
℃ぼ
9
目色
ω
℃
ω巳
p
算

す

⑳
ま
耳
Φ
)
ぜ
は
戦
争

に

く
因
り
、
又
は
戦
争

に
關
聯
七
私
人
の
得

べ
き
利
得
で
あ
る
。
戦
争

に
因

っ
て
得

べ
き
利
得
ご
は
私
人
の
利
得

が
戦

争
ご
因
果
關
係
を
有
す

る
も
の
を
云
ふ
、
所
で
職
事
が
直
接
の
原
因
で
な
く
ぜ
も
、
而
も
爾
ほ
戦
争
の
影
郷
音
に
因
り

私
人
の
利
得

を
受
く
る
者
が
少
く
な
い
、
故
に
戦
争

に
關
囃
し
て
得

べ
き
私
人
の
利
得
を
も
戦
時
利
得

適
い
ふ
の

で
あ
る
。

戦
時
利
得
は
共
中

に
其
個
人
の
先
見

の
明
や
臨
機
慮
愛

の
塵
世
や
資
本
#
に
動
勢

に
撤
す
る
報
酬
等
を
含

め
て

み
る
け
れ
こ
も
、
其
主
な
る
も
の
は
、
國
家
的
原
因
肚
曾
的
原
因
経
済
的
瓜
因
の
結

ん
だ
県
費
ε
見
る

べ
き
で
あ

る
、
從
て
戦
時
利
得

の
核
心
は
戦
時
に
於
け
る
景
氣
利
得

に
外
な
ら
沁
`
云

っ
て
差
支
な
い
の

一
罷
職
孚
な
る
も

の
は
、
国
家
的
胱
禽
的
事
攣

で
あ
る
、
其
事
攣

に
因

っ
て
軍
需
品
井
に
其
原
料
品
や
又
は
從

來
專
ら
敵
国

の
生
産

し
て
居

つ
π
横
な
物
品
は
其
債
を
騰
貴
す

る
、
延

て
は
之
に
關
嚇
す
る
生
産
者
や
販
萱
者
が

非
常
に
儲
け
る
。
叉
商
船

の
撃
沈
、
御
用
船
の
徴
鞍
に
困

っ
て
船

舶
の
供
給
が
減
少
す
る
だ
い
ふ
肚
會
的
條
件
國

,

7)拙 著、肚會問題 ミ財政第三編3Q9頁 以下



家
的
條
件
の
爲
め
に
運
賃
や
傭
船
料
は
騰
貴
す

る
、
從

っ
て
運
送
業
者
殊
に
海
運
業
者
は
非
常
に
儲
け
る
、
是
等

の
非
常

の
儲
は

一
種
の
景
気
利
得
で
あ
る
。

一
面

に
於
て
此
景
氣
利
得
が
段

々
其
節
園
を
撮
む
る
の
み
な
ら
す
其

程
度
を
も
高
む
る
に
至
る
ざ
同
時
に
他
面
に
於
て
戦
費
の
支
出

が
愈
々
多
く
な
っ
て
行
く
ε
、
通
貨
は
自
然
に
膨

脹
し
終
に
は
戦
争

に
直
接
關
係
の
無

い
物
品

の
償
格
迄
を
も
騰
貴
せ
し
め
、
所
謂

一
般
の
物
傾
騰
貴

`
い
ふ
現
象

を
呈
す
る
に
至
ら
う
。
斯
う
な
れ
ば
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
家
ぽ
財

を
生
産
す
れ
ば
す
る
程
、
又
財
を
買
て
置
け
ば
置

く
程
、愈

々
益
々
多
く
の
利
益
を
牧
む
る
こ
ε
が
出
來
る
様
に
な
り
、
弦
に

一
般
的
好
蚤
氣
の
世
を
現
出
し
、
商
工

業
者
ξ
い
は
す
、
農
業
者

だ
い
は
す
、

一
般
に
景
氣
利
得
を
得

る
に
至

る
の
で
あ
る
。

町

第
三

不
勢
利
得
重
諜
の
理
由

不
鱒
利
得
は
普
通
の
所
得
・し
異

っ
て
み
る
け
れ
こ
も
之
を
税
せ
な

い
で
置
く
こ
ご
が
出
來
の
、
否
普
通
の
所
得

よ
ら
も
重
く
之
を
梳
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
宜
連

曲
は
慮
分
捨
枕
の
原
則
ピ
肚
會
政
策
ε
に
求

め
る
こ
ピ
が
出
來

る
。

じ

.

余
は
こ
れ
よ
り
此
面
方
面
の
理
由
を
明
に
し
て
児
窪

い
ご
思
ふ
。

一

雁
…分
措
親
の
原
則
に
基
く
理
由

不
勢
利
得
は
其
之
を
獲

る
経
済
主
艦
よ
り
見

れ
ば
、
そ
れ
丈
け
給
付
能
力
を
形
く
る
こ
ε
』
な
る
、
此
給
付
能

力
は
之
を
租
税
に
關
嚇
し
て
考

ふ
る
`
き
は
推
挽
力
ご
な
る
の
で
あ
る
。

諭

鰻

不
勢
利
得
税
々
論
で

第
十
四
巻

(第
六
號

光
)

九
=二



論

叢

不
労
利
得
税
な
論
ず
.

第
十
四
奮

(第
六
號

一
Q
}

九
三
二

不
勢
利
得

臨
此

の
如
く
櫓

税
力
を
有
す

る
も

の
で
あ

る
が
、
其
摺
挽
力

は
普

通

の
所
得

の
有

す

る
捲
穐
力

よ
り

の

も
大

で
あ
る
。
學

者
或

は
之
を
特
別
能
力

〔QD
℃。
。巨

菩
養

こ

ε

い
ふ
、
そ

こ
で
不
勢
利
得

に
謝

し
て
は
普

通
所

得

よ
り
も

重
く
税

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
こ
ご
に
な

る
。
今

其

理
由
を

明

に
す

る
に
際

し
.
余

は
之
准
租

枕
ご
清
聯
ハご
の

關
係

、
租

枕

ざ
生
産

こ
の
關

係
、
租

税
.心
理

の
三

方
面

よ
b
親

や
う
ε
思

ふ
。

ラ

　
　
ロ
リ

む

こ

む
　

1

租

椀

ε
消
費

ご
の
關
係

に
就

て
考

ふ
る
に
、
不

勢

利
得

は
普

通

の
所

得

ε
同
じ
様

に
等

し
く
個

人

の
慾
望

(
を
充

た
す
手
段

`
な

る
も

の
で
め
る
、
之

に
租
税

を
課

す

れ
ば
、
そ

晒
交

り
慾

望

を
充

だ

さ
な

い
で
我

慢
せ
ね
ば

な
ら

鳳
こ
ご

』
な

る
、
そ

れ
は
所
謂

租
税

の
翁

め
に
戚

掌
る
犠

牲
で

み
る
、

此
租

税
の
爲

め
に
威
す

る
犠
牲

よ
り

見

れ
ば
.
不
勢
利

得
は
毫

も
普
通

の
所
異
得

ご
異

る
所

な

い
様

で
あ

る
、
現

に
學

者
の
中

に
は
爾

か
主
張
す

る
者

が
あ

る
。
虚

が
余
.

見

る
所

は

さ
ら
で
な

い
。

一
騰

不
勢

利
得

は
随
時
牧
入
を
形
く

る
も

の
で
あ

っ
て
、
年

々
歳

々

に
規

律
正

レ
く
個

人
の
懐

に
這

入

っ
て
来

る
も

の
で
な

い
。

故

に
各

人
は
平
素

之
を
當

に
し

て

み
な
い
、
獲

て
不
勢
利

得

の
全
部
を
失

ふ
て
も
其
経
済
主
膿

の
生
活
を
脅

か
す

こ
ε
に
な
ら

温
。

之

に
反

し
て
普
通

の
所

得

は
経
済
主
髄

が
生
活
を
維

持
し

て
行

か
う
こ
す

る

に
は
、
之
を
敏

く

こ
ご
が
出
家

ぬ
、
謂
は

y
嘗

て
に

し
て
る

る
帳
入

で
あ

る
、
故

に
全
部

を
手
離

し
す

る
こ

巴
は

絶
…樹
に
出

家
な

い
。

そ

こ
で
不
勢
利
得

は
普

通

の
所
…得

よ
b
も
据
一脱
力

が
大

で
あ

る
ご

い
ふ
こ
ε
が
出
京

る
、

更

に
進

ん
で
考

ふ
る
に
、
普

通

の
所
得

は
年

々
歳

々
規
則
正

し
く
之
を
得

る
も

の
で
み

っ
て
、
不
勢
利

得
が
有

6)J,Stamp,thefundamentalPrinciplesofTaxation,
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む
う
が
無
か
ら
う
が
問

ふ
所

で
な

い
翁
不
勢
利
得
は
之
に
反

し
多
く
普
通
所
得
が
め
る
上
に
加
は

っ
て
来
る
も
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
各
人
は
普
通
所
得
に
依

っ
て
最
も
強
き
慾
望
を
充
窪
し
、
更
に
不
勢
利
得
を
得
た
る
の
故
を
以

て
、
爾
比
較
的
弱
き
慾
望
を
も
充
た
す

こ
巴
に
な
ら
う
。
所
で
今
普
通
所
得

ε
不
勢
利
得
ご
に
同
様
の
租
税
を
課

す
る
ご
す
れ
ば
、
不
勢
利
得
は
比
較
的
弱
き
慾
望
を
制
限
す

る
に
止
ま
ら
、
其
儀
牲
が
小
で
め
る
が
、
普
通
所
得

は
強
き
慾
望
を
制
限
す

る
こ
ε
」
な
り
.
其
犠
牲
は
大
ε
な
る
。
そ
こ
で
普
通
所
得
ε
不
勢
利
得
ε
の
問

に
犠
牲

m

を
均
等

に
せ

ん
ε
せ
ぱ
、
不
勢
利
得

に
重
く
、
普
通

所
得

に
輕

く
税

せ
ね
ば
な
ら

訟
。

う

む
む

む
ロ
む
　
む

ロ
む

2
,

租
税

・し
生
産

ε
の
關
係

に
就

て
考

ふ
る
に
、
普
通

の
所

得
は

一
方

に
於
て
慾

望
を
充

だ
す
手
段

ε
な

る
の

(
み
な
ら
す

、
他

方

に
於
て
経
済
史
罷

が
生
産

し
た

る
結
果

ご
見

る

べ
き
で
あ

る
、
是

が
故

に
租
税

を
支

携

ふ
爲
め

に
所
得

が
減
ず

る
ε
せ
ば

、
其
脛

濟
主

騰

の
生
産
的

行

為

の
報
償

が
少

く
な

る
こ
ご

』
な

り
、
其

生
産

力
の

一
部

は
間

接

に
國
家

の
爲

め
に
役

立

っ
て
る
る

ご

い
ふ

べ
き

で
あ

る
。

こ
眩
租

税

が
生
産

に
及

ぼ
す
影

響

に
外
な
ら

漁
.

庭

で
此

の
如

き
影
響

は
不
勢

利
得

に
於

て
起
ら

頗
、

蓋

し
不
勢
利
得

は
経
済

主
禮

の
生
産
的
行

爲

の
報
償

で
は
な

い
か
ら

そ
れ

が
租
税

の
爲

め
に
減

じ
た

れ
ば

ご
て
生

産

力

の

一
部
を
殺
く
も

の
ε
見

る
こ
`
が
出
家

諏

か
ら

で
あ

鋤
る
G此

の
如
く
普
通
の
所
得

に
税
す
れ
ば
生
産
力
の

一
部
を
減
す
る
こ
ε
に
な
る
が
、
不
勢
利
得
に
掩
す

る
も
生
産

力

の
減
殺
ご
な
ら
源
。
さ
れ
ば
不
勢
利
得
の
櫓
視
力
は
普
通

の
所
得
の
搬
挽
力
よ
り
も
大
で
あ
る
巴
謂

ふ
こ
ご
が

瞭

叢

不
勢
利
得
税
た
輪
中

第
+
四
巻

(第
六
號

=

)

九
三
三

10)Wagner,Finanzwisser15cha仕II・S・445wS・575
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臼

論

叢

不
勢
利
得
税
々
論
ず

第
+
四
巻

(第
六
號

一
二
》

九
三
四

出

來

る
。
足
れ
不
勢
利
得

に
重

く
税

せ
ね
ば

な
ら

兎
所

以

で
あ

る
。

う

む
む
　
む
む
む

3

租

税
心
理

の
上

よ
り
見

る

に
、
不

勢
利
得

は
努

力

せ
な

い
で
之

を
獲

る
も

の
で
あ

る

か
ら

、
之

を
失

ふ
も

(
.

愛
惜

の
念
が
強
く
な

い
、

勿
論
普

通

の
所
得

に
於

て

も
愛
惜

す

る
度
合

は
所

得

の
種
類

に
依

っ
て
阿

じ
く
な

い
、

邸

ち
動

勢
所

得

は
之

を
愛

惜
す

る
こ
ξ
頗

る
大
で
あ

る
が
、
財
産
所

得
は
之
を
愛
惜

す

る

こ
ご
比
較

的
小

噺、
あ

る
。

所

で
藪

に
謂
ふ
不
勢
所
得

に
至

っ
て
は
、
、之

を
愛
惜

す

る
こ
ど
財
産
所

得
を
愛
惜
す

る
よ
り
も
更

に
溢

に
小

で
あ

る
、
蓋

し
之
を
得

る
に
努
力

せ
な
け
れ
ば

せ
な

い
程

之
に
封
ず

る
執
着
心

は
薄

ら
ぎ
行

く
も

の
で
あ

る
か
ら

で
あ

る
。
是

が
故

に
不
勢
利
得

に
重
く

枕
し
て
も
苛
斂
誅

求

の
威

が
起
ら

な

い
で
、
容

易

に
之

に
堪

え

る
こ

ε
が
出
來

左

、
從

て
不
勢
利
得

は
普
通
所
得

よ
り
も
大

な
る
捲

税
力

を
持

っ
て
み

る
ご
見

る
こ
ご
が
出
來

る
。

租
税

一6

理

`
い

へ
催
、
實
際

の
捲
枕
力

に
没
交
渉

に
見

え
な

い
で
も

な

い
が
、
實

は

さ
う
で
な

い
。
租
税
心

理

を
無
幌

し

て
課
税
す
.る
こ
せ
ば
、
最

も
手
離
す

こ
ご

を
惜

し
む
者

に
あ
り
て
、
租
税

の
負

擢

の
重

き
を
感

じ
、
而

も
そ

れ
が
自

己
階

級

に
謝

し
て
重

き

に
失
し

て
み
る

こ
ε
を
自
罷

す
る
に
至
れ
ば
、
無
差

別

の
相
槍
は
却

て
不

公

雫
な

る
挽

ご
な
り
、
民
衆

不
孕

の
目
標

ピ
な

っ
て
來

る
で

る
ら
う
。
、故

に
此

租
税
心
理

は
租

税
正
義

の
上
よ
り
十

分

に
考
慮

せ
ね
ば
な
ら

源
、
決

し
て
之
を
輕
硯
牟

る

こ
ご

が
出
來

の
。
.

二

融
倉

政
策

上

の
理
由

拗

耽
會
政
策
の
上
よ
り
見
る
も
、
不
勢
利
得
に
は
重
も
視
せ
ね
ば
な
ら

鳳
。
そ
れ
を
明
に
す
る
に
は
不
労
利
得
の

12)Wagner,F.一 一W.11.S.574仔.



因
果
關
係
を
尋
ね
、
そ
が
富
の
分
配
の
上
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
濤

へ
て
見
ね
ば
な
ら

澱
。

う

つ
ロ

、
σ

不
勢
利
得
の
結
果

に
就
て
之
を
見
る
に
、
不
勢
利
得
を
獲
る
人
の
冨
を
激
増
せ
し
め
て
冨

の
分
配
の
不
孝

を
來
だ
す

こ
ご
、
な
る
。
現
代
の
資
本
主
義

の
世
の
中
に
於
て
は
、
さ
な
き
だ
に
富
の
努
配
が
不
孝
等
ε
な

っ
て

み
る
、
然
る
に
不
勢
利
得
ば
冨
の
・分
配
を
更

に
不
孝
等
こ
す

る
の
で
あ
る
、

一
鵤
醤

の
分
配
の
不
孕
等
は
国
家
肚

曾
の
健
全
な
る
獲
達
を
期
す
る
所
以
で
な

い
、
そ
こ
で
其
富
の
分
配
の
不
孝
等
を
幾
分
¢
り
ご
も
矯
正
す
る
分
目

的
を
以
て
肚
會
政
策
的
租
撹
を
課
す
る
の
必
要
が
起

る
。
而
し
て
不
勢
利
得
が
富

の
分
配
の
不
孝
等
を
愈
々
激
し

13

く
す

る
ビ
い
ふ
結
果
を
生
す

る
以
上
は
、
愈

々
之
を
重
く
視
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
是
れ
肚
會
政
策
の
上
よ
り
見
て
不

勢
利
得
を
重
く
税
せ
ね
ば
な
ら
澱
所
以

の

一
で
あ
る
。

ラ

ロ
ロ

2

不
勢
利
得
は
此
の
如
く
富
の
分
配
の
不
卒
等
を
来
た
す
も
の
で
あ
る
が
、
其
原
因
を
考
ふ
る
に
、
.利
得
者

`
の
自
己
に
存

し
て
み
な
い
、
.換
言
せ
ぱ
不
勢
利
得

に
依

っ
て
大
に
富
む
は
、
自
己
の
努
力
の
結
果
で
な

い
。
・
思
ふ

に
自
ら
努
力
し
て
獲
得
し
た
る
物
に
射
し
て
自
由
に
之
を
使
用
し
慮
扮
す
る
こ
ご
を
許
す
は
正
義
の
要
求
で
あ

っ

て
而
も
國
蚊
経
済
を
獲
達
せ
し
む
る
所
以
で
あ
る
、
暴
れ
所
有
権
が
認

め
ら
る
Σ
に
至

っ
た
倫
理
的
脛
濟
的
理
由

で
あ
る
。
所

で
所
有
権
が

一
度
法
制
上
に
認

め
ら
れ
る
ご
、
自
ら
努
力

せ
な

い
で
獲

π
る
物
を
も
私
人
に
饒
厨

せ

し
細
る
こ
ご
、
な
る
、
そ
こ
に
不
勢
利
得
な
る
も
の
が
出
乗
る
。
散
七
不
勢
利
得
は
正
義

に
も
適
は
な

い
し
、
所

有
権
を
認
め
た
る
趣
旨
に
も
適
は
な
い
。
此̀

の
如
く
富
者
が
何
等
熱
す
る
所
な
く
し
て
益
々
富
を
積
む
は
、
耽
會

髄

叢

不
労
利
得
税
々
論
ず
.

第
+
四
巻

(第
六
號

=
き

九
三
五
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1

、

論

霞

不
労
利
得
税
々
論
ず

第
十
四
巻

(第
六
號

一
四
)

九
三
六

政
策
の
上
よ
り
見

て
看
過
す
る
こ
ぜ
が
出
來
な
い
。
暴
れ
不
勢
利
得
を
重
く
視
せ
ね
ば
な
ら

画
所
以

の

二

で

あ

る
咀助
.
不
勢
利
得
の
原
因
は
其
之
を
獲

る
人
の
自
己
に
存

せ
な

い
、
然
ら
ば
竹
庵
に
存
す

る
か
ご
い
ふ
に
、
多
く

く
の
場
合
に
於
て
は
国
家
の
施
設
や
其
他
國
家
の
行
爲
に
存

し
て
み
る
、
殊

に
土
地
の
自
然
増
贋
、
戦
時
利
得

に
於
て

や

コ

ロ

リ

ら

コ

ゆ

り

し

し

し

も

し

も

リ

サ

り

も

カ

も

ロ

　

ロ

　

へ

も

ね

さ
う
で
あ
る
。
此
の
如

き
場
合
に
於
て
圃
家
は
不
勢
利
得

の
原
因
や
推

へ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
其
結
果
を
伯
己
の

つ

も

ロ

ぢ

う

も

も

も

リ

マ

じ

ぬ

う

カ

い

を

セ

て

ロ

も

リ

セ

へ

も

も

い

も

り

も

カ

を

の

ヘ

カ

も

コ

リ

も

ヨ

リ

手

に
牧

む
る

こ
も
敢

て
不
當

ε

い
ふ
こ
ε
が
出
來

沿
、
香
南

か
す

る
の
が
、
原
因

ご
結
果

ε
を
相
慮

越
し

め
て
、

ロ

ドレ
　
や

も

も

も

し

し

も

り

り

リ

カ

も

初
め
て
正
義

に
適

ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
国
家
が
不
勢
利
得
を
目
己

の
手
に
牧
め
ん
ε
せ
ば
、
租
税

に
依

っ
て
徴

散
す
る
の
外
な
い
、.
何
こ
な
れ
ば
不
勢
利
得
眩
私
所
有
権
の
認

め
ら
れ
だ
現
代
に
於
て
私
人
に
蹄
屈
し
て
直
接
に

國
家
の
手

に
入

っ
て
來
な

い
か
ら
で
あ
る
。

此
理
論
は
不
螢
利
得
が

↓
般
肚
會
釣
出
來
事
#
に
経
濟
的
出
來
事
に
因

っ
て
生
じ
た
る
場
合
に
も
「當

て
嵌

ま

る
、
そ
は
此
の
如
き
場
合
に
於
て
も
其

一
般
耽
會
的
出
家
車
井
に
脛
濟
射
出
來
事
に
就
て
花
堂
な
る
代
表
者
を
求

む
れ
ば
国
家
以
外
に
之
れ
無

い
か
ら
で
あ
る
。

,

此
の
如
く
論
じ
来

れ
ば
、
不
勢
利
得

に
祝
す
る
は
、
國
家
の
給
付

に
劃
し
て
反
封
給
付
を
求
む
る
様
に
も
聞
こ

ゆ
る
が
、
そ
れ
は
さ
う
で
な
い
。
蓋

し
此
場
合

に
於
て
国
家
は
私
人
に
保
護
を
與

へ
た
る
の
報
償

ご
し
て
租
税
を

徴
せ
ん
ε
す

る
の
で
は
な

い
か
ら
で
あ
る
。
此
場
合

に
於
て
不
労
利
得

に
税
す
る
は
、
矢
張
b
飛
禽
政
策
の
要
求

14)拙 著 、祉 會 問 題 ご財 政 、 第 三 組398頁 以下

J.S.Mill,op・cit



に
外
な
ら
搬
、
国
家
が
不
勢
利
得
の
原
因
を
作

っ
て
捲
き
乍
ら
、
之
を
個
人
の
偶
然
に
利
得
す

る
儘
に
放
任
す
る

ε
き
は
、
富

の
分
配
の
不
牛
等
を
激
し
く
す
る
こ
ご
し
な
る
、
從
て
国
家
の
行
爲
は
反
肚
會
政
策
的
`
な

っ
て
来

る
の
で
あ
る
。
故
に
国
家

の
行
爲
を
し
て
耽
會
政
策
的

に
徹
底
せ
し
め
や
う
こ
す
れ
ば
、

「
方

に
於
て
不
勢
利
得

の
原
因
を
作

っ
π
以
上
、
他
方
に
於
て
不
勢
利
得

の
結
果
に
視

せ
ね
ば
な
ら
澱
。
暴
れ
祉
曾
政
策
上
よ
b
見
て
不

勢
利
得
を
重
く
税

せ
ね
ば
な
ら

源
所
以
の
三
で
あ
る
。

之
を
要
す

る
に
計
…會
政
策
上
よ
り
観

る
ご
き
は
、
不
勢
利
得
は
之
を
重
く
視

せ
ね
ば
な
ら
澱
。

第
四

不
労
利
得
税
の
盤
系

前
段

述

べ
た
る
所

に
依

り
、
不
勢

利
得

は
之
を
税

せ
ね
ば
な
ら
戯
、
而
も
普

通
所
得

よ
り
も

重
く
之
を
税

せ
ね

ば

な
ら
の
こ
ε
を

知

っ
た
。
所

で
所

得
課

税

の
趣

旨

よ
り
出

で
た
る
版
得
椀
消
費
税

流
通
税

の
租

税
膿

系

の
中

に

は
不

勢
利
得

の
税

が
含
ま

れ
て

み
な

い
、
・然

る
に
不
勢

利
得

に
税
せ
ね

ば
な

ら

源
ξ
せ
ば

、
所

得
課
税

の
趣

旨

よ

り
出

で
た
る
租
税
髄

系

L
不
勢
所
得

課
税
の
趣
旨

よ

り
出

で
た

る

　
系
統
を
結

び
付

け
ね

ば
な
ら
ぬ
。
然

蛎
ぱ
不

勢
利
得
税

の
系
統

は
如
何
罷

之

を
組

ム
立

つ
べ
き
か
。

【
、
不
勢
利
待

こ

い
へ
ば
、
財

産
の
増
償

`
な

っ
て

め
ら

は
れ

る
の
が
あ
り

、
随

時
吸

入

ざ
な

っ
て
入

b
来

る
の

が
あ

る
。
故

に
不
勢

利
待

枕
は
そ

の
財
産

の
増
償

ご

い
ふ
華
實

や
、
臨
時
肢

入

`
な

っ
て
入
り

来

る
も

の
を
捉

へ

論

叢

不
弊
利
得
枇
な
論
ず

第
+
四
巻

(第
六
號

一五
)

九
三
七

・



論

叢

不
勢
利
得
税
為
講
中

第
十
四
岩

(第
六
號

一
六
)

加
三
入

て
之
を
視
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
從
て
不
勢
利
得
税
は
滑
費
挽
の
範
園
内

に
存

せ
な

い
ε
い
ふ
こ
`
が
出
來
る
。

磁
で
其
不
勢
利
得
の
具
磯
釣
例
を
求
む
れ
ば
、
相
縞
贈
與
、
財
産
の
自
然
増
償
、
投
機
利
得
、
景
氣
利
得
、
戦

時
利
得
に
鰭
㎜す
る
の
で
あ
る
、
從
て
不
勢
利
得
税
は
相
続
税
贈
與
視
、
財
産
増
価順
税
、
投
機
利
得
税
、
景
氣
利
得

税
、
戦
時
利
得
税
よ
b
成
り
立

つ
こ
ε
に
な
る
の
で
あ
る
、
而
し
て
是
等
の
租
税
の
中
に
は
多
少
性
質
を
異
に
す

る

も
の
が
あ
る
か
ら
之
を
二
に
分
け
、
其

一
を
相
続
税
、
腰
輿
椀
、
財
産
増
償
視
、
投
機
利
得
税
ε
し
、
其
二
を
景

気
利
得
税
、
戦
時
利
得
税
こ
す
る
。

ヘ

ノ

む

む

む

む

む

　

ゆ

こ

ほ

り

　

む

　

む

む

む

1

相
細
視
、
晒
奥
秘
、
財
産
増
横
挽
、
投
機
利
得
税
に
就
て
は
、
學
者
多
く
之
を
流
通
税
系
統
に
属
す
る
も

(
の
蓬
す
る
の
で
あ
る
。
そ
は
固
よ
b

一
慮
の
理
由

が
あ
る
、
蓋
し
是
等
の
不
勢
利
得
税
に
於
て
其
不
勢
利
得
を
捕

む

む

む

ふ
る
鳳
、
財
産
権

の
移
轄
す

る
ε
き
に
於
て
す
る
か
ら
で
あ
る
。
相
縛
税
に
於
て
相
繕
財
産
が
被
相
綾
人
に
移
轄

む

　

む

す
る
特
に
之
に
税
し
、
贈
與
枕
に
於
て
財
産
が
被
贋
異
者

に
移
轄
す

る
ε
き
に
之
を
税
す
る
は
、
租
税
技
術
士
よ
b

ゆ

　

　

む

む

し
て
さ
う
せ
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
、
財
産
増
便
税
に
至

っ
て
は
左
様

に
簡
単
で
な

い
が
、
何
れ
に
し
て
も
財

産
の
自
然
に
増
慣

し
た
部
分
の
み
を
捕

ふ
る
こ
ε
、
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
而
し
て
射
座
の
増
慣
し
π
る
部
分
を
他
よ

り
引
き
離

さ
う
ε
す
れ
ば
、
一
定
の
期
間
を
劃
し
、
共
始
ご
終

ε
に
於
て
財
産
償
格
を
評
定
し
其
両
者
の
差
を
見
る

.

べ
き
で
あ
る
。
庭
が

一
定
の
財
産

に
就
て
は
、
費

つ
た
る
腓
の
値
段
か
ら
買

っ
π
る
時
の
値
段
を
差
引

け
ば
、
簡

む

　

　

む

む

軍
に
其
財
産

の
増
償
を
知

る
こ
ご
が
出
張
る
、
土
地
増
慣
挽
の
如

き
は
、
此
方
注
に
依

る
立
法
例
が
多

い
。
さ
う



■

む

む

む

む

　

す

れ
ば
足
れ
亦
費
買
取
引
に
際
し
所
有
権

の
移
轄
す
る
時
を
捕

へ
て
、祝
す

る
こ
ご

、
な
る
。
.投
機
利
得
税
は
、
富

籤
富
籤
税

軍
取
引
所
取
引
税
ε
に
分
け
る
こ
ε
が
出
乗

る
が
、
皆
兵

に
所
有
権

の
移
轄
す
る
時
を
捕

へ
て
枕
す
る

切

こ
ご
に
な
る
。
暴
れ
學
者
が
此
等
の
諸
税
を
以
て
流
通
税
こ
な
す
所
以
で
め
る
。

余
の
見

る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
取
.引
所
取
引
税
の
外
は
之
を
流
通
税
ε
見

る
べ
き
で
な

い
。
普
通
の
流
通
税
に

あ
り
て
は
、
財
産
権
の
移
轄

は
其
當
事
者
が
之
に
依

っ
て
所
得
を
得
る
か
、
然
ら
ざ
れ
ば
之
に
依

っ
て
所
得
を
消

費
す

る
か
を
反
讃
し
、
そ
こ
に
所
得

の
存
在
す
る
こ
ご
を
推
定
せ
し
む
る
に
足
る
ご
し
て
之
に
、枕
す
る
の
で

め
る
、

故
に
流
通
税
は
各
人
が
交
換
経
済

に
参
加
し
、
反
封
給
付
の
原
則
に
依
っ
て
行
動
す

る
場
合
を
見
だ
も
の
で
あ
る
。

ロ

も

し

　

も

ゆ

ロ

も

も

コ

ロ

　

ヤ

へ

も

モ

コ

し

コ

も

ヘ

へ

も

も

マ

も

や

も

し

ロ

つ

も

ヒ

　

も

も

も

や

も

然
る
に
不
勢
利
得
は
既
に
之
を
獲
得
し
た

こ
ご
が
確
實
で
あ
る
.詐
り
で
無
く
、
而
も
其
婚
視
力
が
非
常

に
大
で
並
同

カ

へ

ち

も

し

も

ハ

い

も

も

カ

マ

コ

も

も

ヵ

ヘ

ヘ

マ

も

も

も

マ

も

た

ち

も

ね

ヘ

ヘ

へ

た

へ

ヤ

ヘ

へ

ゆ

も

ロ

セ

ヵ

へ

通
所
得

の
.措
視
力
よ
め
も
蓬
に
優

っ
て
み
る
の
で
之
を
重
く
税
せ
ね
ば
な
ら
弧
の
で
あ
る
、
從
て
是
等
の
不
勢
利

、

、

、

、

恥

、

,

、

、

、

、

.

摯

、

、

、

、

、

、

℃

、

、

、

、

、
.

紛

得
に
謝
す

る
税
は
普
通
の
流
通
税
ε
.同
様

に
観

る
こ
ピ
が
出
家
澱
。
寧

ろ

一
種
の
財
産
税
ε
観
ね
ば
な
ら
阻
、

　

　

む

む

　

む

む

む

　

む

ロ

む

む

む

む

む

之
を
文
明
國
に
於
け
る
租
税
皮
に
徴
す

る
も
、相
.績
挽
、
鵬
翼
挽
.
土
地
増
償
視
、
富
籤
利
得
税
は
素
亡
子
敷
料

ざ
し
て
生
れ
出

で
q
後
に
流

通
税
に
進
化
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近
.に
至
っ
て

一
種
の
財
産
視
に
獲
達
七
て

ド

來

だ
の
で
あ

る
。
尤
も
國

に
依

乱
ば
樹
相
績
税

贈
興
挽

等
を
登

録
税
中

に
牧

め
て

み
る
も

の
も

あ

っ
て
、
形
式

の

上

よ
り
見

れ
.ば
流
通
税

で
あ

る
ご
云

へ
や

う
が

、
多
く

は
、是

等

の
椀

に
累
進

税
牽
を
適
用

し
他

の
流
通
税

よ
り

も

重

く
視

せ
　ん
こ
し
て
み
る

か
ら
、
實
質

に
於

て
は
流
通

税
ご
し

て
み
な

い
為
の

ε
謂

は

ね
ば

な
ら

兎
。

論

鞭
」

奪

利
得
税
々
論
す
.

第
+
四
巻

(第
六
號
.

一七
)

九
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九
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一

論
.
叢

不
弊
利
得
税
た
論
ず

第
十
四
巻

(第
六
號

一
八
)

九
四
〇

ロ

む

ら

り

む

む

む

む

ロ

む

む

ロ

　

む

の

サ

ロ

む

ロ

む

む

む

む

　
サ

更
に
土
地
増
慣
視
よ
り
財
産
増
債
税
に
進
ん
だ
跡
を
考

へ
て
見
る
に
、
土
地
壇
償
視
は
土
地
ざ
い
ふ
特
殊
財
産

の
増
債
に
枕
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
財
産
増
償
税
は

一
般
財
産
の
増
償
に
税
す
る
も
の
で
あ
る
、
其
税
の
性
質
に

於
て
異

っ
て
み
る
ご
.い
ふ
こ
こ
が
出
来
ぬ
。
所
で
土
地
耀
償
税
は
土
地

の
賢
買
の
際

に
之
を
捕

へ
て
税
す

る
こ
・し

、
.

が
出
來
る
。
之
に
反
し
て
財
産
増
債
視
は
其
財
産
萱
買
の
時
を
捕

へ
て
祝
す
る
こ
ε
が
出
京
阻
、
何

ε
な
れ
ば
各

人
が
総

べ
て
の
財
産
を
庭
扮
す
る
ピ
い
ふ
こ
ε
は
稀
な
る
例
に
驕
す

る
か
ら
で
あ
る
。
.若
し
費
買
の
時
を
捕

へ
る

ε
否

ε
に
依

っ
て
嘔
別
す
れ
ば
、
土
地
増
慣
視
は
流
通
税
で
あ
っ
て
、
財
産
増
償
税
は
流
通
税
で
な

い
ε
謂
は
ね

ば
な
る
ま

い
。
偶
々
其
見
解
の
誤
れ
る
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

.

以
上
論
ず
る
が
如
く
相
続
視
、
贈
與
視
、
財
産
増
横
挽
、
土
地
糟
償
税
、
富
籤
當
籔
挽
.は

一
種
の
財
産
税
を
形

く
る
も
の
`
見

る
こ
ご
が
出
家
る
が
、
然
ら
ば
所
得
課
税
の
趣
旨
よ
り
出
で
た
る
財
産
視
ε
如
何
な
る
關
係
を
有

す

る
乎
。

所
得
課
税
の
趣
旨
よ
り
出
で
来
る

べ
き
財
産
視
ぽ
所
謂
名
義
的
財
産
視
で
あ

っ
て
、
年
々
歳
々
そ
れ
よ
り
所
得

を
生
じ
つ
》
あ
る
こ
ご
を
推
定
し
て
祝
す

る
も
の
で
あ

る
、
故
に
財
産
を
有
す

る
限
り
其
所
有
者
は
年
々
歳

々
財

産
視
を
納
め
ね
ば
な
ら
の
。
然

る
に
相
綾
税
、
履
與
税
、
富
籤
當
籔
税
は
財
産
を
得
た
る
三
き
に
於
て
其
財
産
の

中

よ
り
之
を
納

め
し
む
る
の
で
あ
る
、
財
産
壇
債
税
井
に
土
地
増
債
税
も

一
定
の
時
若
く
は
所
有
椎
移
繭
…の
ピ
き

に
債
格
を
増
し
た
る
財
産
の
中
よ
り
之
を
納
め
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
是
が
故
に
名
義
的
財
産
視
に
あ
b
て
は
税



源
は
所
得

で
ん
る
の
に
反
し
、
弦

に
擧
げ
た
る
不
勢
利
得
税
に
あ
り
て
は
、
税
源
は
財
産

で
あ
る
。
又
名
義
的
財

産
税
に
あ
り
て
は
、
財
産

の
静
態
に
税
す
る
の
で
あ
る
が
、
藪
に
擧
げ
π
る
不
勢
利
得
税
は
財
産
椹
の
移
轄
若
く
は

財
産
償
絡

の
移
動
に
税
す
る
の
で
め
る
、
或
は
之
を
財
産
の
動
態

に
税
す
る
も
の
こ

い
ふ
こ
ぜ
が
出
家
る
、
そ
こ

も

も

も

カ

　

ロ

も

も

ら

も

で

ヤ

へ

も

　

　

ロ

む

　

む

つ

　

む

　

や

し

　

も

ヵ

も

ロ

ヘ

マ

あ

で

ヨ

へ

も

で
余
は
藪
嬉

げ
た
る
不
勢
利
得
税
を
動
的
財
産
税
`
名
け
た
い
、
此
動
的
財
産
視
は
所
得
課
税
の
精
神
よ
り
出

た

ヤ

ろ

も

も

セ

も

リ

サ

ロ

コ

も

も

カ

ヤ

も

も

も

も

で
た
る
静
的
財
産
税
ε
相
対
立
す

る
も
の
で
あ
る
。
此
く
し
て
動
的
財
産
視
は
所
得
課
税
の
精
神
よ
b
出
で
た
る

租
税
鵠
系
を
補
ふ
も
の
ε
な
る
の
で
あ
る
。

動
的
財
産
税

に
謝
し
て
流
.通
枕

ε
看
做
さ
る

べ
き
も
の
が

一
つ
.め
る
、
そ
は
取
引
所
取
引
税
で
あ
る
、
取
引
所

の
取
引
殊
に
定
期
取
引

は
投
機
を
目
的
ε
し
て
み
る
ピ
謂

へ
る
、
其
取
引

に
依

っ
て
儲
け
る
の
は
投
機
利
得
ご
な

る
が
、
共
投
機
利
得

は
砒
會
的
出
来
事
に
依

っ
て
大
に
差
異
を
生
じ
て
來
る
こ
ざ
論
ず

る
迄
も
無

い
、併
し
其
投
機

を
試
む
る
人
の
判
断
も
、
投
機
利
得
の
有
無
大
小
を
定
む
る
上
に
與

っ
て
大
に
力
が
め
る
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
澱
、

是
が
故

に
取
引
所
取
引
は
紹
て
不
労
利
得
を
獲
る
も
の
ε
し
て
之
を
税
し
て
は
な
ら
澱
、
然
ら
ば
不
勢
利
得
の
部

分
ざ
努
力
し
て
得

だ
る
部
分
蓬
を
.分
て
祝
す
れ
ば
可

い
の
で
あ
る
が
、
實
は
.そ
の
分
解
作
用
を
行
ふ
こ
ε
が
出
來

澱
、
そ
こ
で
取
引
所
取
引
税
は
投
機
利
得
視
で
は
あ
る
が
、
之
を
富
籤
富
籤
視
等

ε
分
て
流
通
税
こ
し
て
残
し
て

置
か
ね
ば
な
ら
鳳
。
併
し
乍
ら
取
引
所
取
引
税
が
不
勢
利
得
税
の
.一
面
を
具

へ
て
る
る
以
上
は
他
の
取
引
税
ε
は

マ

ヵ

ヵ

も

し

カ

ヘ

ヘ

ロ

あ

も

も

も

ヘ

ロ

た

ほ

し

た

つ

も

も

サ

も

も
　

引

き
離

し
、
之
を
重

く
視
せ
ね
ば
な
ら

皿
、
此

く
し

て
流

通
税

の
鴨
系

に
於
て
も
、
所
得
課
税

の
精

赫
よ
b
出

で

論
.
叢
.

不
勢
利
得
税
な
騙
ず
・

蝟
十
四
巻
.
(第
六
號

一
九
)

九
四

一
.
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論

叢
.

不
労
利
得
税
存
論
ず

第
十
四
巻
.
.(第
六
號

二
Q
)

九
四
二
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、

、

、

b

層

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、
「
、

b

、

、

℃

、

、

、

、

、

、

、

、

、
.

、

、

、

、

、

た
る
醗
に
劃
立
し
て
不
勢
利
得
課
税
の
精
神
よ
り
出
で
た
る
視
が
出
家
て
、彼
是
相
補
ふ
ご
ε
玉
な
る
の
で
あ

る
。

)

D
o
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o
o
o
o
o
o
o
o

窟.

2

景
気
利
得
税
戦
時
利
得
税
は
、
景
気
利
得
、職
時
利
得

に
税
す

る
も
の
で
め
る
が
、
真
景
氣
利
得
、戦
時
利
得

は
分
解
作
用
を
施
し
て
之
を
定
む

べ
き
で
あ
る
。
r
即
ち
景
氣
利
得
は
好
景
氣
の
際
に
於
け
る
所
得
よ
b
普
通
の
時

に
得

べ
き
正
常
所
得
を
差
引

い
て
之
を
知
る
べ
ざ
で
あ
り
、
戦
時
利
得
は
.戦
時
の
異
常
所
得

よ
り
卒
時

に
得

べ
き

所
得
を
差
引

い
て
之
を
知
る
べ
き
で
み
る
。
そ
こ
で
景
気
利
得
税
も
戦
時
利
得
視
も

一
般
所
得
税
を
課
す

る
に
際

し
、
其
正
常
所
得
を
超
過
す

み
額
に
税
す
る
を
普
通
ε
す
る
。、
正
常
所
得
は
景
氣
の
動
揺
せ
ざ
る
華
年
の
所
得
を

標
準
こ
す

る
の
が
常
で
あ
る
が
、
其
標
準

の
年
を
定
む

る
こ
ε
が
容
易
で
な

い
。
そ
こ
で
資
本
に
封
ず
る

一
定
歩

合
の
利
金

を
以
て
正
常
所
得

ε
し
.
そ
れ
を
超
過
す
る
所
得
を
以
て
景
気
所
得
若
は
戦
時
利
得
ご
假
寇
す

る
の
方

ゐ

ヤ

マ

ヘ

コ

　

も

も

も

も

り

も

や

ヘ

ヘ

ヤ

ヤ

ろ

へ

り

も

も

で

も

ヤ

も

し

カ

も

法
を
探

る
必
要
が
起

っ
て
來
る
。
是
等
は
所
得
超
過
所
得
税
を
形
く
る
も
の
で
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
景
気
利
得
視

マ

リ

リ

も

し

で

や

し

ゅ

も

や

た

も

カ

し

や

も

カ

も

し

あ

ゆ

リ

ャ

も

も

ヵ

モ

ぬ

コ

へ

も

も

し

へ

も

も

　

ヵ

ふ

ヤ

や

戦
時
利
得
税
は

}
般
所
得
税
に
相
樹
立
す

る
視
ご
な
る
の
で
あ
る
、
暴
れ
亦
不
労
利
得
税
が
所
得
課
税
の
精
神
よ

も

コ

る

も

　

り

　

カ

リ

も

つ

サ

リ

や

ち

あ

や

し

　

ヘ

へ

b
出
で
た

る
相
槍
艦
系

を
補

ふ
も

の
ε
な

る
の
で

あ
る
。

.

`

ド

む

二
、
我
国
に
於
て
は
不
勢
利
得
税
ε
し
て
は
相
続
挽
ε
取
引
所
取
引
税
ε
超
過
所
得
税
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
相

む

む

績
挽
は
濁
立
の
税
ε
し
て
存

し
、相
當
に
重
い
累
進
税
を
課
し
て
み
る
か
ら
流
通
税
ξ
せ
な

い
で
、
一
種
の
財
産
視

む

む

　

む

む

む

窪
し
て
る
る
こ
ε
は
疑
の
鯨
地
が
無

い
。
取
引
所
取
引
税
は
流
通
税
窪
し
て
あ
る
が
、
他
の
取
引
に
劉
す

ち
税
よ

む

ほ

む

　

む

り
も
異

っ
て
税
し
て
み
る
、
戦
時
利
得
税
は
戦
時
中

じ
暫
ら
く
存
し
て
み
た
が
戦
争

の
終
熄
ε
共

に
腰
せ
ら
れ

た
馬
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む

ユ

む

ゆ

併
し
真
精
瀞
は
法
人
所
得
税
中

の
超
過
所
得
税

に
移
さ
れ
て
倫
今
存
し
て
み
る
、
超
過
所
得
税
は
正
常
所
得
に
超

過
す
る
む

の
に
税
す

る
の
趣
冒
で
あ
る
か
ら
不
勢
利
得
税
の
本
質
を
帯

ぶ
る
も
の
ε
謂
は
ね
ば
な
ら
濾
。

我
国
に
て
は
財
産
増
債
視
は
無
い
、
土
地
増
債
視
も
亦
無

い
、
但
し
±
地
増
憤
税
は
關
東
洲
に
典
例
を
存

し
て

み
る
、
偶

々
我
国
の
租
税
立
法
が
此
方
面
に
於
て
非
常

に
遅
れ
て
み
る
こ
ε
を
知
る
べ
き
で
め
る
。

第
五

結

論

不
勢
利
得
は
普
通
所
得
よ
り
大
η
.
る
婚
視
力
を
有
す

る
か
ら
之
を
重
く
視
せ
ね
ば
な
ら
阻
、
不
勢
利
得
其
税
ご

し
て
は
自
ら
動
的
財
産
税
、
超
過
所
得
税
、
投
機
的
取
引
税
の
三
種
が
成
り
立

つ
の
で
あ
る
、
而
し
て
是
等
の
三

種
の
視
は
相
結
ん
で
不
勢
利
得
税
の

一
髄
系
を
駕
し
、
所
得
課
税
の
趣
旨
よ
り
仙
陀
る
租
税
騰
系
に
相
識
立
し
而

も
之
を
補

ふ
も
の
ξ
な

る
の
で
あ
る
、
即
ち
超
過
所
得
税
は

一
般
所
得
税
を
補

ふ
も
の
で
あ
り
、
動
的
財
産
　祝
は

静
的
財
産
視
を
補
ふ
も
の
で
適
b
、
投
機
的
取
引
税
は
普
通

の
流
通
税
を
補
ふ
も
の
で
あ
る
。
.此
く
し
て
不
勢
利

「得
視
は
現
代
文
明
國
の
租
税
鵬
系
を
補
ふ
て
完
成
す

る
の
作
用
を
駕
す
も
の
ε
謂

は
ね
ば
な
ら
源
。
之
を
我
国
の

現
歌
に
見
る
に
、
不
勢
利
得
税
は
街
完
備
し
て
み
な
い
、
税
制
の
整
理
を
な
さ
ん
ε
せ
ば
、
此
不
勢
利
得
税
の
膿

系
を
完
成
す
る
こ
ε
に
努
め
ね
ば
な
ら
澱
。

論

叢

不
労
利
得
稔
な
論
ず

第
十
四
巻

、
(第
六
號

二

一
)
.
九
四
三


